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2022年 3月 30日 
National Center for Global Health and Medicine 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 
国際医療協力局 

報道関係 各位 

【発行のご案内】 
 

日本の医療を世界へ 
『TENKAI PROJECT NEWS』vol.2 
7年間の軌跡から見えたグッド・プラクティス 

 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター（略称：NCGM）国際医療協力局は“日本の医療

を世界へ『TENKAI PROJECT NEWS』vol.2  7年間の軌跡から見えたグッド・プラクティス-”

を発行いたしました。 
◇ 

日本は国民皆保険制度の下、世界最高レベルの健康寿命と保健医療水準を達成しています。世

界有数の医療先進国を支えるのは、高品質の医薬品や医療器材、医療人材の質、医療機関のホス

ピタリティなど、世界に誇れる優れた保健医療サービスと技術です。 

国際医療協力局は、2015 年度から厚生労働省予算で「医療技術等国際展開推進事業」を実施

しています。 

本事業は、医療の国際展開として、政府・企業・研究機関・教育機関が連携して日本の医療の

技術やサービスを低中所得国等に展開してグローバルな健康課題の解決に寄与するとともに日本

の競争力を強化する取り組みです。 

従来の国際協力の、豊かな国から貧しい国へ、支援する側とされる側という構図ではなく、

事業の中で日本の医療分野の成長も目指している点で新たな形の国際協力です。日本企業の製品

やサービスは、技術や仕組みなど優れた点が多く、また、日本の医療施設における運営体制やマ

ネジメント、研修・施設の管理運営なども、対象国の発展に大きく貢献し得る可能性を秘めてい

ます。さらに、相手国の予防・治療ガイドラインや保険に収載されることで持続的に日本の技術

や医療製品が低中所得国での保健課題の解決に貢献します。 

多くの企業は事業を通じてより良い社会づくりに貢献することを望んでおり、ビジネスとして

展開することで持続可能な発展につながり、対象国の医療水準も向上します。低中所得国に事業

進出を目指す医療関連企業が参画することは、従来の ODA( 政府開発援助 ) にはなかった活動

です。 
◇ 

 今回発行する『TENKAI PROJECT NEWS』vol.2は、2015年度から 2021年度までに実施さ

れた 234件から、特にグッド・プラクティスとして示唆に富む事業から 9事例を紹介します。 
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発 行 日 ： 2022年 3月 31日 
 

発 行 者 ： 国立国際医療研究センター 国際医療協力局 連携協力部 展開支援課 
 

内  容 ： ◎はじめに  
       ◎日本の医療を世界へ -7年間の軌跡から見えたグッド・プラクティス- 
       ◎GOOD PRACTICE FILE 

・NO.01  産科健診 DX で妊産婦と赤ちゃんの命を救いたい/コンゴ民主共和国 
・NO.02  迅速で高感度な結核検査・診断技術を提供したい/ザンビア 
・NO.03  睡眠障害の検査・診療の仕組みを立ち上げたい/モンゴル 
・NO.04  「聞こえ」の悩みを持つ人に聴覚検査と補聴器を普及したい/ベトナム 
・NO.05  消化器がんから救う内視鏡・腹腔鏡の技術を広めたい/ブラジル 
・NO.06  水質管理技術を伝え、透析医療の質を高めたい/モンゴル 
・NO.07  透析用水の清浄化技術で患者さんの予後を改善したい/インドネシア 
・NO.08  病院に温度管理された血液製剤を届けたい/ミャンマー 
・NO.09  COVID-19 にも負けない安全な医療システムをつくる/ベトナム 
◎これからの医療の国際展開につながる 6つのヒント 

 

 
『TENKAI PROJECT NEWS』vol.2 
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※『TENKAI PROJECT NEWS』vol.2 およびバックナンバーvol.1（日本語版・英語版）は、 
国際医療協力局ウエブサイト（以下 URL）からもダウンロードいただけます。 

 
https://kyokuhp.ncgm.go.jp/activity/open/index.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【NCGM国際医療協力局について】 

NCGM 国立国際医療研究センター国際医療協力局は、グルーバルヘルス分野における専門機
関として、厚生労働省、外務省、国際協力機構（JICA）等の政府・関係機関や、世界保健機
関（WHO）をはじめとする国際機関、大学・研究機関・学会等のアカデミア、さらには NGO
や企業等の幅広いパートナーと連携し、低中所得国における技術協力プロジェクトへの専門家
派遣、国内外の保健医療人材の育成、国際保健医療の研究、国際会議等を通じた政策提言など、
低中所得国の医療や保健衛生の向上を図るため様々な活動を行っています。 

 
 
★本件に関するお問い合わせ先                                         
国立研究開発法人 国立国際医療研究センター（NCGM） 
国際医療協力局 広報情報課 
昆
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TEL：   03-3202-7181（代表）内線：2744 
E-mail：  koho@it.ncgm.go.jp 
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